
No. 科目名称 DP1
(高度の専門的知識)

DP2
(研究能力及び論文作成能力)

DP3
(問題発見・解決能力)

DP4
(論理的思考)

1 理論経済学特論Ⅰ ◎ 〇 〇
2 理論経済学特論Ⅱ ◎ 〇 〇
3 理論経済学特論演習 〇 ◎ 〇
4 経済学史特論Ⅰ ◎ 〇 〇
5 経済学史特論Ⅱ ◎ 〇 〇
6 経済学史特論演習 〇 ◎ 〇
7 統計学特論Ⅰ ◎ 〇 〇
8 統計学特論Ⅱ ◎ 〇 〇
9 統計学特論演習 〇 ◎ 〇
10 日本経済史特論Ⅰ ◎ 〇 〇
11 日本経済史特論Ⅱ ◎ 〇 〇
12 日本経済史特論演習 〇 ◎ 〇
13 ⻄洋経済史特論Ⅰ ◎ 〇 〇
14 ⻄洋経済史特論Ⅱ ◎ 〇 〇
15 ⻄洋経済史特論演習 〇 ◎ 〇
16 経済政策特論Ⅰ ◎ 〇 〇
17 経済政策特論Ⅱ ◎ 〇 〇
18 経済政策特論演習 〇 ◎ 〇
19 財政学特論Ⅰ ◎ 〇 〇
20 財政学特論Ⅱ ◎ 〇 〇
21 財政学特論演習 〇 ◎ 〇
22 租税政策特論Ⅰ ◎ 〇 〇
23 租税政策特論Ⅱ ◎ 〇 〇
24 租税政策特論演習 〇 ◎ 〇
25 金融論特論Ⅰ ◎ 〇 〇
26 金融論特論Ⅱ ◎ 〇 〇
27 金融論特論演習 〇 ◎ 〇
28 社会政策特論Ⅰ ◎ 〇 〇
29 社会政策特論Ⅱ ◎ 〇 〇
30 社会政策特論演習 〇 ◎ 〇
31 経済学基礎問題特論 ◎ 〇 〇
32 経済学応用問題特論 ◎ 〇 〇
33 経済学特殊問題特論Ⅰ ◎ 〇 〇
34 経済学特殊問題特論Ⅱ ◎ 〇 〇
35 外国書講読特論Ⅰ ◎ 〇 〇
36 外国書講読特論Ⅱ ◎ 〇 〇
37 特殊問題特論 ◎

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力
と授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における
最大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。

カリキュラム・マップ【経済学研究科（修士課程）経済学専攻〔社会経済コース〕】

（1）経済理論、経済史、経済政策及び国際経済に関する高度の専門的知識及び能力を身につけていること
（2）経済学における優れた研究能力及び論文作成能力を身につけていること
（3）経済学についての問題発見・解決能力を身につけていること
（4）経済学についての論理的思考ができる能力を身につけていること

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）
※令和７年度入学者



No. 科目名称 DP1
(高度の専門的知識)

DP2
(研究能力及び論文作成能力)

DP3
(問題発見・解決能力)

DP4
(論理的思考)

1 理論経済学特論Ⅰ ◎ 〇 〇
2 理論経済学特論Ⅱ ◎ 〇 〇
3 理論経済学特論演習 〇 ◎ 〇
4 農業政策特論Ⅰ ◎ 〇
5 農業政策特論Ⅱ ◎ 〇
6 農業政策特論演習 ◎ 〇
7 国際経済論特論Ⅰ ◎ 〇 〇
8 国際経済論特論Ⅱ ◎ 〇 〇
9 国際経済論特論演習 〇 ◎ 〇
10 環境経済論特論Ⅰ ◎ ◎
11 環境経済論特論Ⅱ ◎ ◎
12 環境経済論特論演習 ◎ ◎
13 経済学基礎問題特論 ◎ 〇 〇
14 経済学応用問題特論 ◎ 〇 〇
15 経済学特殊問題特論Ⅰ ◎ 〇 〇
16 経済学特殊問題特論Ⅱ ◎ 〇 〇
17 外国書講読特論Ⅰ ◎ 〇 〇
18 外国書講読特論Ⅱ ◎ 〇 〇
19 特殊問題特論 ◎

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）
※令和７年度入学者

（1）経済理論、経済史、経済政策及び国際経済に関する高度の専門的知識及び能力を身につけていること
（2）経済学における優れた研究能力及び論文作成能力を身につけていること
（3）経済学についての問題発見・解決能力を身につけていること
（4）経済学についての論理的思考ができる能力を身につけていること

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」

カリキュラム・マップ【経済学研究科（修士課程）経済学専攻〔国際経済コース〕】

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力
と授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における
最大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。



No. 科目名称 DP1
(高度の専門的知識)

DP2
(研究能力及び論文作成能力)

DP3
(問題発見・解決能力)

DP4
(論理的思考)

1 理論経済学特論Ⅰ ◎ 〇 〇
2 理論経済学特論Ⅱ ◎ 〇 〇
3 経済政策特論Ⅰ ◎ ◎
4 経済政策特論Ⅱ ◎ ◎
5 財政学特論Ⅰ ◎ ◎
6 財政学特論Ⅱ ◎ ◎
7 租税政策特論Ⅰ ◎ ◎
8 租税政策特論Ⅱ ◎ ◎
9 金融論特論Ⅰ ◎ ◎
10 金融論特論Ⅱ ◎ ◎
11 国際経済論特論Ⅰ ◎ ◎
12 国際経済論特論Ⅱ ◎ ◎
13 数量経済分析の基礎Ⅰ ◎ ◎
14 数量経済分析の基礎Ⅱ ◎ ◎
15 微分と積分Ⅰ ◎ ◎
16 マクロ経済学Ⅰ ◎ ◎
17 ミクロ経済学Ⅰ ◎ ◎
18 研究論文指導 ◎ ◎
19 経済学基礎問題特論 ◎ ◎
20 経済学応用問題特論 ◎ ◎
21 経済学特殊問題特論Ⅰ ◎ ◎
22 経済学特殊問題特論Ⅱ ◎ ◎
23 外国書講読特論Ⅰ ◎ 〇 〇
24 外国書講読特論Ⅱ ◎ 〇 〇
25 特殊問題特論 ◎

カリキュラム・マップ【経済学研究科（修士課程）経済学専攻〔プロフェッショナルコース〕】

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）
※令和７年度入学者

（1）経済理論、経済史、経済政策及び国際経済に関する高度の専門的知識及び能力を身につけていること
（2）経済学における優れた研究能力及び論文作成能力を身につけていること
（3）経済学についての問題発見・解決能力を身につけていること
（4）経済学についての論理的思考ができる能力を身につけていること

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力
と授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における
最大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。



No. 科目名称 DP1
(高度の専門的知識)

DP2
(研究能力及び論文作成能力)

DP3
(問題発見・解決能力)

DP4
(論理的思考)

1 マクロ経済学Ⅰ ◎ ◎
2 ミクロ経済学Ⅰ ◎ ◎
3 数量経済分析の基礎Ⅰ ◎ ◎
4 数量経済分析の基礎Ⅱ ◎ ◎
5 上級ミクロ経済学Ⅰ ◎ ◎
6 上級マクロ経済学Ⅰ ◎ ◎
7 計量経済学Ⅰ ◎ ◎
8 応用計量経済学Ⅰ ◎ ◎
9 応用計量経済学Ⅱ ◎ ◎
10 ゲーム理論と情報の経済学Ⅰ ◎ ◎
11 景気の見方Ⅰ ◎ ◎
12 微分と積分Ⅰ ◎ ◎
13 経済政策特論Ⅰ ◎ ◎
14 経済政策特論Ⅱ ◎ ◎
15 金融政策論Ⅰ ◎ ◎
16 金融政策論Ⅱ ◎ ◎
17 財政学特論Ⅰ ◎ ◎
18 財政学特論Ⅱ ◎ ◎
19 金融システム論Ⅰ ◎ ◎
20 企業金融論Ⅰ ◎ ◎
21 国際金融論Ⅰ ◎ ◎
22 国際金融論Ⅱ ◎ ◎
23 国際経済論特論Ⅰ ◎ ◎
24 国際経済論特論Ⅱ ◎ ◎
25 コーポレート・ガバナンス論Ⅰ ◎ ◎
26 ベンチャーキャピタル・プライベートエクイティ論Ⅰ ◎ ◎
27 資本市場論Ⅰ ◎ ◎
28 資本市場論Ⅱ ◎ ◎
29 デリバティブ論Ⅰ ◎ ◎
30 デリバティブ論Ⅱ ◎ ◎
31 研究論文指導Ⅰ ◎ ◎
32 研究論文指導Ⅱ ◎ ◎
33 特殊問題特論 ◎

カリキュラム・マップ【経済学研究科（修士課程）経済学専攻〔エコノミックリサーチコース〕】

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）
※令和７年度入学者

（1）経済理論、経済史、経済政策及び国際経済に関する高度の専門的知識及び能力を身につけていること
（2）経済学における優れた研究能力及び論文作成能力を身につけていること
（3）経済学についての問題発見・解決能力を身につけていること
（4）経済学についての論理的思考ができる能力を身につけていること

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力
と授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における
最大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。



No. 科目名称 DP1
(専門的知識及び理解力・分析力)

DP2
(研究能力及び論文作成能力)

DP3
(問題発見・解決能力)

DP4
(論理的思考)

1 理論経済学特殊研究 ◎ ◎
2 理論経済学特殊研究演習 ◎ ○ ○
3 経済学史特殊研究 ◎ ◎
4 経済学史特殊研究演習 ◎ ○ ○
5 統計学特殊研究 ◎ ◎
6 統計学特殊研究演習 ◎ ○ ○
7 日本経済史特殊研究 ◎ ◎
8 日本経済史特殊研究演習 ◎ ○ ○
9 ⻄洋経済史特殊研究 ◎ ◎
10 ⻄洋経済史特殊研究演習 ◎ ○ ○
11 経済政策特殊研究 ◎ ◎
12 経済政策特殊研究演習 ◎ ○ ○
13 農業政策特殊研究 ◎ ◎
14 農業政策特殊研究演習 ◎ ○ ○
15 財政学特殊研究 ◎ ◎
16 財政学特殊研究演習 ◎ ○ ○
17 金融論特殊研究 ◎ ◎
18 金融論特殊研究演習 ◎ ○ ○
19 社会政策特殊研究 ◎ ◎
20 社会政策特殊研究演習 ◎ ○ ○
21 国際経済論特殊研究 ◎ ◎
22 国際経済論特殊研究演習 ◎ ○ ○

カリキュラム・マップ【経済学研究科（博士後期課程）経済学専攻】

卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）

（1）経済理論、経済史、経済政策及び国際経済に関する高度の専門的知識及び理解力・分析力を身につけていること
（2）経済学における優れた研究能力及び高度な学識に裏打ちされた問題意識に基づく論文作成能力を身につけていること
（3）経済学についての高度な学識に裏打ちされた問題意識に基づく問題発見・解決能力を身につけていること
（4）経済学についての高度な学識に裏打ちされた問題意識に基づく論理的思考ができる能力を身につけていること

◎「学修成果の要素と強く関連」 〇「学修成果の要素と関連」

 大学院におけるカリキュラム・マップは、各研究科の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」で示された修了時までに身につける資質・能力
と授業科目との対応関係を示すものです。
 カリキュラム・マップを用いることで、学修目標とカリキュラム全体の構造を俯瞰できるようになり、大学院教育課程の質向上だけでなく、専修大学における
最大の教育目標である「社会知性の開発」を可視化することを目的としています。
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